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お問合せ

ヒトのステージにおける赤内型マラリア原虫は、赤血球に侵入し成長・増殖して次の赤血球へと感染していく。

原虫は血球内において、寄生胞膜という赤血球由来の膜に包まれながら、自分の脂質やタンパク質を供給

して分子輸送システムを構築し、感染赤血球の膜構造や物性を刻々と変化させている。この原虫の成長に

適した３次元的環境構築メカニズムは病原性と直接関係があり、そのバランスを変化または破壊することが

できれば、有効な抗マラリア薬剤開発の大きな一歩となる可能性がある。本セミナーでは生物物理的観点

とリピドミクス的アプローチを使用した感染赤血球膜のモディフィケーションや膜分子ダイナミクスに関する

研究を紹介する。
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